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日
本
ガ
ス
協
会
の
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
広
報
グ
ル
ー
プ
、
大

武
（
☎
０３
・
３
５
０
２
・

０
１
１
２
）
ま
で
。

　
長
野
都
市
ガ
ス
、
上
田
ガ
ス
、
松
本
ガ
ス
、
諏
訪
ガ
ス
の
４
社
は
昨
年
７
月
、
長
野
県
が
創
設
し
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
推
進
企
業
登
録
制
度
」
に
登
録
し
た
。
４
社
と
も
、
都
市
ガ

ス
事
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
は
共
通
項
が
多
い
と
の
考
え
だ
。
具
体
的
に
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
天
然
ガ
ス
を
原
料
と
し
た
都
市
ガ
ス
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「
ま
ち
づ
く
り
」
「
気
候

変
動
対
策
」
の
目
標
達
成
に
貢
献
で
き
る
と
し
て
、
都
市
ガ
ス
拡
販
な
ど
の
定
量
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
掲

げ
た
。
県
は
登
録
企
業
に
対
し
、
環
境
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
人
権
・
労
働
な
ど
の
社
会
的
側
面
、
地

域
内
資
金
循
環
な
ど
の
経
済
的
側
面
の
３
側
面
か
ら
の
行
動
を
求
め
て
お
り
、
４
社
と
も
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
た
取
り
組
み
を
強
化
中
だ
。

長野県内４社のプロフィール

　○長野都市ガス＝本社・長野

市、瀧川浩社長、供給区域・長

野市、中野市、須坂市など８市

３町、需要家件数・９万６６９３件

　○上田ガス＝本社・上田市、

栁澤憲一郎社長、供給区域・上

田市、需要家件数３万６１８件

　○松本ガス＝本社・松本市、

清水是昭社長、供給区域・松本

市、塩尻市、需要家件数・２万

４９０２件

　○諏訪ガス＝本社・諏訪市、

小口泰幸社長、供給区域・諏訪

市、岡谷市、茅野市、下諏訪町、

需要家件数・１万９３５５件

（件数は全て２０１９年度見込み）

あいサポーター研修（２０１９
年１０月２５日。長野都市ガス）

　鵜沼宿は中山道６９宿のうち、江戸から数えて５２

番目の宿場町です。景観重要建造物の保存改修や

水路の復元などが行われ、往時をしのばせる町並

みが再生されています。宿場町を流れる大安寺川

に架かる橋には、常夜灯を模したガス燈も設置。

道標に記されたとおり、５１番目の太田宿から二里

八丁（約９㎞）の距離にあります。

長野県の登録証交付式

長野県のＳＤＧｓ推進の登
録企業が利用できるマーク

阿
部
守
一
長
野
県
知
事
（
右
）
か

ら
登
録
証
を
受
け
取
っ
た
（
２
０

１
９
年
７
月
。
左
は
長
野
都
市
ガ

ス
の
田
中
宏
昌
前
社
長
）

　
長
野
県
産
業
政
策
課
塩
原
昭

夫
企
画
幹
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

企
業
登
録
制
度
の
狙
い
と
、
ガ

ス
会
社
へ
の
期
待
を
聞
い
た
。

　
◇
登
録
制
度
の
狙
い

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
地
域

の
定
住
人
口
の
基
礎
と
な
る
雇

用
の
場
確
保
、
地
域
中
小
企
業

の
「
稼
ぐ
力
」向
上
が
重
要
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
社
会
か
ら
企
業
へ

の
期
待
で
あ
り
中
小
企
業
の

「
道
し
る
べ
」
だ
。
登
録
制
度

で
県
内
企
業
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

気
付
き
と
行
動
を
促
し
た
い
。

　
登
録
企
業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
取

り
組
む
方
針
が
明
確
な
の
で
、

行
政
と
し
て
の
公
平
性
は
担
保

し
つ
つ
、
特
定
テ
ー
マ
で
連
携

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た

登
録
企
業
に
対
し
商
品
開
発
や

ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
、
採
用
活
動
な

ど
で
支
援
を
進
め
る
予
定
だ
。

　
中
小
企
業
に
と
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
取
り
組
み
は
企
業
組
織

を
変
革
さ
せ
る
重
要
な
ツ
ー
ル

に
な
る
。
県
内
産
業
界
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
企

業
経
営
の
持
続
可
能
性
を
高

め
、
地
域
課
題
解
決
や
地
域
経

済
の
継
続
的
発
展
に
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
る
。

　
◇
ガ
ス
会
社
へ
の
期
待

　
１９
年
度
に
都
市
ガ
ス
４
社
を

含
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
１１
社
に

登
録
し
て
も
ら
っ
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
社
会
経
済
活
動
を
営
む

上
で
欠
か
せ
な
い
一
方
、
温
暖

化
な
ど
地
球
規
模
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
上
で
、
き
わ
め
て

重
要
な
分
野
。
当
県
は
、
脱
炭

素
化
の
取
り
組
み
に
よ
り
持
続

可
能
な
地
域
社
会
実
現
を
目
指

す
た
め
「
気
候
非
常
事
態
宣
言

（
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ

の
決
意
）
」
を
行
い
、
具
現
化

の
た
め
の
「
長
野
県
気
候
危
機

突
破
方
針
」
を
４
月
に
公
表
し

た
。
ガ
ス
会
社
を
は
じ
め
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
企
業
に

は
、
県
内
企
業
の
リ
ー
ド
役
を

期
待
し
て
い
る
。

　
長
野
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企

業
登
録
制
度
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
の
重
要
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る

企
業
の
理
解
を
深
め
、
継
続
的

行
動
を
促
す
た
め
に
産
学
官
連

携
で
検
討
し
、
創
設
さ
れ
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
将
来
に
わ
た
り

人
間
と
地
球
が
永
続
し
て
い
く

た
め
に
欠
か
せ
な
い
行
動
計

画
」
と
同
県
は
捉
え
て
お
り
、

２
０
１
８
年
３
月
に
策
定
し
た

５
カ
年
総
合
計
画
の
中
心
に
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
据
え
た
。
さ
ら
に

同
年
６
月
、
国
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
」
の
認
定
を
受
け

た
。
県
は
産
業
政
策
に
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
取
り
込
ん
で
お
り
、
登

録
制
度
は
そ
の
重
要
な
柱
だ
。

　
登
録
す
る
企
業
は
、
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
す
る
経
営
方
針
、
重

点
的
な
取
り
組
み
、
目
標
」
に

関
す
る
宣
言
と
、
県
が
設
定
し

た
４２
項
目
に
関
す
る
定
性
的
な

取
り
組
み
内
容
（
「基
本
項
目
」

と
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
」
）
を

記
載
し
て
登
録
申
請
す
る
。
県

は
登
録
し
た
企
業
名
お
よ
び
申

請
内
容
を
ウ
ェ
ブ
で
公
表
す
る

と
と
も
に
、
企
業
に
「
登
録
制

度
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
を

許
可
す
る
。
企
業
は
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
自
社
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企

業
だ
と
い
う
Ｐ
Ｒ
に
活
用
で
き

る
。
今
年
４
月
末
ま
で
に
４
回

の
登
録
公
募
を
行
い
、
県
内
法

人
や
県
外
企
業
の
支
社
な
ど
３

７
８
者
が
登
録
済
み
だ
。

　
都
市
ガ
ス
４
社
は
、
登
録
に

当
た
っ
て
ガ
ス
事
業
に
直
接
関

係
す
る
重
点
的
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
３０
年
を
目
標
年
度
と
す

る
定
量
的
目
標
を
掲
げ
た
。

　
長
野
都
市
ガ
ス
は
「
都
市
ガ

ス
販
売
量
を
１
億
４
７
０
０
万

㎥
へ
拡
大
」
「
ガ
ス
起
因
の
重

大
事
故
０
件
の
維
持
」
。
上
田

ガ
ス
は
「
ガ
ス
空
調
更
新
、
新

設
１
万
馬
力
」
「
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
・
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
更
新
、
新

規
販
売
１
２
０
０
台
」
「
低
圧

本
支
管
の
耐
震
化
率
１
０
０

％
」
。
松
本
ガ
ス
は
「
都
市
ガ

ス
販
売
量
を
９
５
０
０
万
㎥
に

拡
大
」
「
有
給
休
暇
取
得
率
５５

・
０
％
」
「
分
散
型
電
源
設
置

３
万
５
０
０
０
ｋ
Ｗ
」
。
諏
訪

ガ
ス
は
「
都
市
ガ
ス
販
売
量
を

１
８
０
０
万
㎥
に
拡
大
」
「
ガ

ス
起
因
の
重
大
事
故
０
件
を
維

持
」
。

　
各
社
と
も
、
ガ
ス
の
普
及
拡

大
に
関
す
る
目
標
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
ゴ
ー
ル
７
の
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
み
ん
な
に
、
そ
し
て
ク
リ

ー
ン
に
」
、
１１
の
「
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
、
１３

の
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対

策
を
」に
貢
献
で
き
る
と
し
た
。

保
安
に
関
す
る
目
標
は
、
ゴ
ー

ル
９
の
「
産
業
と
技
術
革
新
の

基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
と
１１
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。

　
諏
訪
ガ
ス
は
「
当
社
の
経
営

理
念
の
『
都
市
ガ
ス
の
安
定
供

給
に
よ
り
人
々
の
安
心
・
安
全

・
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
』
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
と
目
的
が
同
じ

と
考
え
た
」
と
話
す
。
４
社
と

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
都
市
ガ
ス
事
業

や
経
営
理
念
と
合
致
す
る
と
い

う
点
で
一
致
し
て
い
る
。

　
４
社
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業

登
録
制
度
に
参
加
し
た
狙
い
や

具
体
的
取
り
組
み
を
聞
い
た
。

　
長
野
都
市
ガ
ス
経
営
企
画
部

の
青
沼
信
二
さ
ん
は
「
当
社
は

長
野
県
営
ガ
ス
事
業
を
承
継
し

て
１５
年
と
比
較
的
若
い
会
社

で
、
認
知
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
が
課
題
。
登
録
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
地
域
貢

献
活
動
に
体
系
的
に
取
り
組

み
、
社
員
や
社
会
に
『
見
え
る

化
』
し
た
い
と
考
え
た
」
と
話

す
。

　
昨
年
１０
月
に
は
、
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
る
「
あ
い
サ
ポ

ー
タ
ー
研
修
」
を
県
の
担
当
者

を
招
い
て
開
催
し
社
員
３５
人
が

参
加
。
今
年
１
月
に
は
長
野
市

の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
に
社
員
６０
人
が
参
加
し

た
。
企
業
の
災
害
備
蓄
品
や
家

庭
で
眠
っ
て
い
る
未
利
用
食
品

を
引
き
取
っ
て
、
必
要
と
し
て

い
る
施
設
や
団
体
、
困
窮
世
帯

に
無
償
提
供
す
る
「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
信
州
」
に
も
協
力
し
た
。

　
今
年
３
月
に
は
初
の
長
期
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
「
長
野
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
」
を
策
定
し
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
へ
の
貢
献
、
事
業
活
動
や
社

会
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
た
長

野
の
発
展
、
活
性
化
へ
の
貢
献

な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た

目
標
を
打
ち
出
し
た
。

　
Ｃ
Ｏ
２

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
目
標
を

掲
げ
た
の
は
県
が
打
ち
出
し
た

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
に
正

面
か
ら
取
り
組
む
と
の
考
え
か

ら
だ
。
温
暖
化
対
策
の
た
め
同

宣
言
を
行
う
国
や
自
治
体
が
世

界
中
に
広
が
っ
て
お
り
、
同
県

も
昨
年
宣
言
し
た
。
同
社
は
天

然
ガ
ス
供
給
に
加
え
、
Ｃ
Ｏ
２

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
へ
向
け
て
地
産
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
を

積
極
的
に
取
り
扱
っ
て
い
く
。

　
ガ
ス
機
器
販
売
拡
大
を
目
標

に
掲
げ
る
上
田
ガ
ス
は
「
ガ
ス

事
業
そ
の
も
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

合
致
す
る
事
業
で
あ
り
、
そ
の

中
で
も
環
境
に
や
さ
し
い
省
エ

ネ
型
の
機
器
の
販
売
拡
大
は
重

要
だ
と
考
え
た
」
（
丸
山
邦
明

取
締
役
工
務
部
長
）
と
い
う
。

ま
た
「
ガ
ス
導
管
網
の
耐
震
化

率
が
向
上
す
れ
ば
地
震
が
起
き

て
も
供
給
が
継
続
で
き
、
ガ
ス

漏
え
い
に
起
因
す
る
ガ
ス
事
故

の
防
止
に
も
つ
な
が
る
」と
し
、

１９
年
４
月
時
点
の
耐
震
化
率
９７

・
５
％
を
さ
ら
に
上
げ
１
０
０

％
を
目
指
す
と
い
う
。

　
松
本
ガ
ス
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
経

営
に
取
り
込
む
こ
と
は
、
地
域

と
会
社
双
方
の
「
課
題
解
決
」、

「
持
続
可
能
な
成
長
」
に
寄
与

す
る
と
指
摘
。
企
業
活
動
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ひ
も
付
け
る
こ
と
は

「
企
業
活
動
の
見
え
る
化
」
に

つ
な
が
り
、
企
業
目
標
の
全
社

的
な
共
有
、
組
織
力
ア
ッ
プ
が

期
待
で
き
る
ほ
か
、
対
外
的
な

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
、
企
業
価

値
向
上
が
期
待
で
き
る
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
。

　
同
社
は
、
登
録
時
の
定
性
的

目
標
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
５

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」や
８
「働

き
が
い
」な
ど
に
貢
献
す
る
「働

き
や
す
い
職
場
環
境
創
出
」
を

掲
げ
、
数
値
目
標
と
し
て
有
給

休
暇
取
得
率
向
上
を
掲
げ
た
。

早
く
も
取
得
率
が
ア
ッ
プ
。
ま

た
就
業
規
則
を
見
直
し
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
徐
々
に
整
え
て
い
る
。

　
諏
訪
ガ
ス
は
登
録
に
よ
り
、

地
元
自
治
体
と
の
協
力
関
係
を

強
化
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
人
材
獲
得
や
社

員
の
働
き
が
い
向
上
に
つ
な
げ

た
い
と
し
て
い
る
。同
社
は
「地

域
の
活
性
化
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
都
市

ガ
ス
を
選
ん
で
も
ら
い
、
住
み

や
す
い
地
域
作
り
に
貢
献
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
は
、
地
方
ガ
ス

事
業
者
が
抱
え
る
共
通
課
題
で

あ
る
地
域
活
性
化
へ
の
対
応
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　７ ２０２０年（令和２年）５ 月 ２５ 日 （毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可） ６日本ガス協会のページ

　
筑
紫
ガ
ス
は
、
地
元
飲
食
店
な
ど
と
連
携
し
、
「
食
」
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
実
践

中
だ
。
一
つ
は
年
１
回
開
く
「
ガ
ス
ま
つ
り
」
。
地
元
飲
食
店
が
多
数
出
店
す
る
こ
と
で
、
年
々
来
場

者
数
が
増
加
、
地
域
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
育
っ
て
き
た
。も
う
一
つ
は
地
元
筑
紫
野
市
で
生
ま
れ
、

今
は
首
都
圏
な
ど
に
も
出
店
す
る
総
合
飲
食
会
社
「
Ｏ
・
Ｂ
・
Ｕ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
」
（
Ｏ
Ｂ
Ｕ
、

オ
ー
ビ
ー
ユ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）
と
連
携
し
た
「
元
気
な
地
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
筑
紫
ガ
ス
が
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
る
目
標
「
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
」
に
向
け
た
布
石
と
な
っ
て
い
る
。

　
都
市
ガ
ス
事
業
者
が
持
続
的
に
発
展
す
る
に
は
自
治
体
や
企
業
な
ど
と
協
働
で
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
重
要
な
の
は
、
自
治
体
や
企
業

と
「
共
通
言
語
」
を
持
つ
こ
と
。
筑
紫
ガ
ス
は
「
食
を
通
じ
た
地
域
価
値
向
上
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
連
携
の
輪
を
広
げ
た
。
長
野
都
市
ガ
ス
、
上
田
ガ
ス
、
松
本

ガ
ス
、
諏
訪
ガ
ス
は
長
野
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
登
録
制
度
に
参
加
し
た
。
今
回
は
こ
れ
ら
５
社
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
す
る
。

地元色豊かなステージ

ガスまつりでは飲食店舗が特に人気だ

筑
前
町
を
取
り
上
げ
た
ガ
ス
ナ
ビ

４
月
号

小
郡
市
を
取
り
上
げ
た
ガ
ス
ナ
ビ

１
月
号

有馬主任

倉 常務

黒川取締役

前田専務 石橋課長

ＯＢＵ
朝長執行役員

筑紫ガスのプロフィール

▼本社＝福岡県筑紫野市

紫▼設立＝１９６４年▼社長

＝前田健吾▼供給区域＝

筑紫野市、太宰府市、小

郡市、基山町、筑前町▼

需要家件数＝４万７６５件

（２０１９年度実績。普及率

５６．２％）▼グループ会社

＝住宅建築・リフォーム

などの筑紫ガスリビン

グ、ガス配管工事などの

シージー設備、総合保険

サービスの筑前興産

　
「
ガ
ス
ま
つ
り
と
元
気
な
地

域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ

れ
ぞ
れ
単
独
事
業
で
始
ま
っ

た
。
そ
の
ま
ま
だ
と
バ
ラ
バ
ラ

の
『
点
』
だ
っ
た
が
、
中
計
で

地
域
の
付
加
価
値
向
上
と
い
う

方
針
を
示
し
た
こ
と
で
『
点
か

ら
面
』
に
し
よ
う
、
そ
う
い
う

流
れ
に
な
っ
て
き
た
」
（
黒
川

取
締
役
）

　
例
え
ば
、
「
３
市
２
町
に
は

ゆ
る
キ
ャ
ラ
マ
ス
コ
ッ
ト
展
示

や
地
元
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
な
ど
、
１６

年
か
ら
ガ
ス
ま
つ
り
に
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
昨
年
は
ガ

ス
ま
つ
り
の
後
、
市
長
や
町
長

に
あ
い
さ
つ
に
行
き
、
そ
こ
で

ガ
ス
ナ
ビ
で
取
り
上
げ
る
特
産

品
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、
登
場

も
お
願
い
し
た
」
（石
橋
課
長
）

と
い
う
。
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
し
っ
か
り
相
乗
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
わ
け
だ
。

　
筑
紫
ガ
ス
の
前
田
専
務
は
中

計
に
つ
い
て
語
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
エ
リ
ア
も
長

期
的
に
は
人
口
減
少
の
流
れ
が

強
ま
る
。
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に

取
り
組
ん
で
も
市
場
が
縮
小
し

て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な

い
。
積
極
的
に
地
方
創
生
に
貢

献
し
、
市
場
を
大
き
く
す
る
こ

と
が
、
当
社
の
真
の
課
題
だ
と

考
え
、
中
計
の
柱
に
地
方
創
生

へ
の
貢
献
を
盛
り
込
ん
だ
」

　
「
併
せ
て
ガ
ス
、
電
気
の
拡

販
に
も
努
め
、
『
地
域
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
』

の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
強
め
る
。
今

後
新
規
事
業
を
展
開
す
る
上

で
、
地
元
企
業
と
の
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
が
重
要
で
、
個
人
の
お
客

さ
ま
だ
け
で
な
く
、
他
企
業
か

ら
も
『
ま
ず
筑
紫
ガ
ス
に
相
談

し
て
み
よ
う
』
と
思
え
る
存
在

に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
勝
負

だ
」
と
語
る
。

　
中
計
は
、
経
営
陣
が
大
ま
か

な
方
向
性
を
示
し
、
各
部
門
が

そ
れ
に
肉
付
け
す
る
形
で
策
定

し
た
。
ガ
ス
ま
つ
り
を
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
施
策
と
し

て
位
置
付
け
た
の
は
営
業
の
現

場
サ
イ
ド
の
提
案
だ
。
中
長
期

の
会
社
の
方
向
性
を
経
営
陣
と

従
業
員
が
共
有
す
る
。
今
回
の

取
材
を
見
る
限
り
、
そ
の
中
計

の
大
き
な
狙
い
は
、
大
成
功
だ

と
感
じ
た
。

　
筑
紫
ガ
ス
は
昨
年
１１
月
、
筑

紫
野
市
有
数
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
広
大
な
駐
車
場
を
会

場
と
し
、
１０
回
目
の
「
ガ
ス
ま

つ
り
」
を
開
催
し
た
。
屋
台
が

所
狭
し
と
並
び
、
多
く
の
来
場

者
が
楽
し
ん
だ
。
同
会
場
で
の

開
催
は
初
だ
っ
た
が
、
来
場
者

数
は
前
年
を
１
割
以
上
上
回
る

５
０
０
０
人
以
上
と
な
っ
た
。

　
ガ
ス
ま
つ
り
で
は
、
同
社
の

供
給
エ
リ
ア
３
市
２
町
の
飲
食

店
が
多
数
出
店
し
自
慢
の
味
を

来
場
者
に
披
露
し
た
。
営
業
推

進
部
営
業
企
画
グ
ル
ー
プ
の
有

馬
祐
未
主
任
は
「
出
店
店
舗
に

は
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
も
活
用
し

て
も
ら
っ
た
。
実
店
舗
で
使
え

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、
後

日
来
場
者
が
足
を
運
ん
で
く
れ

た
と
、
う
れ
し
い
報
告
を
し
て

く
れ
た
店
も
あ
っ
た
」と
話
す
。

　
筑
紫
ガ
ス
は
、
２
０
１
７
年

１２
月
策
定
の
中
期
経
営
計
画

で
、
「
地
域
の
付
加
価
値
を
高

め
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
」
と

い
う
経
営
方
針
を
掲
げ
、
ガ
ス

ま
つ
り
を
「
地
方
創
生
に
貢
献

で
き
る
取
り
組
み
」
と
位
置
付

け
た
。
「
ガ
ス
ま
つ
り
は
地
域

の
付
加
価
値
の
創
造
に
ぴ
っ
た

り
当
て
は
ま
る
」
（
黒
川
元
博

取
締
役
営
業
統
括
本
部
長
）
か

ら
だ
。
昨
年
は
、
こ
の
考
え
方

を
よ
り
強
く
反
映
し
た
。
会
場

を
公
的
施
設
か
ら
商
業
施
設
に

変
更
。
イ
ベ
ン
ト
の
自
由
度
が

増
し
、
来
場
者
が
増
え
て
も
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
心
配
が
な
く
な

っ
た
。

　
ま
た
初
め
て
地
元
の
社
会
活

動
に
場
所
を
提
供
し
た
。
ネ
パ

ー
ル
の
教
育
支
援
活
動
を
し
て

い
る
筑
紫
女
学
園
大
学
（
太
宰

府
市
）
の
研
究
室
に
同
国
の
産

品
を
販
売
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
提

供
し
た
こ
と
で
、
そ
こ
で
の
売

り
上
げ
が
同
国
の
学
校
の
校
舎

建
設
の
一
助
と
な
っ
た
。
地
元

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て

関
係
を
つ
く
っ
た
倉

安
範
常

務
取
締
役
は
「
社
会
貢
献
活
動

を
行
う
地
元
団
体
に
ガ
ス
ま
つ

り
を
活
用
し
て
も
ら
え
ば
、
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
た
」と
話
す
。

　
「
ガ
ス
ま
つ
り
は
０９
年
の
第

１
回
か
ら
１０
年
を
経
て
、
一
般

顧
客
へ
の
謝
恩
と
い
う
位
置
付

け
に
地
域
貢
献
の
場
と
い
う
役

割
が
加
わ
っ
た
。
ガ
ス
ま
つ
り

は
地
域
活
性
化
だ
け
で
な
く
、

今
や
当
社
と
行
政
、
大
学
、
高

校
な
ど
と
の
関
係
づ
く
り
の
場

に
も
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
も

集
客
力
が
強
い
グ
ル
メ
を
主
軸

に
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た

い
」
（
営
業
企
画
グ
ル
ー
プ
石

橋
智
康
課
長
）
と
い
う
。

　
筑
紫
ガ
ス
は
１９
年
か
ら
「
元

気
な
地
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
作
物
な
ど
、
地
元
住
民
に
も

知
ら
れ
て
い
な
い
隠
れ
た
特
産

品
を
発
掘
し
、
年
４
回
発
行
の

顧
客
向
け
情
報
誌
「ガ
ス
ナ
ビ
」

で
紹
介
し
、
広
め
る
試
み
だ
。

　
１９
年
は
一
般
に
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
筑
紫
野
市
名
産

の
「
天
拝
み
そ
」
と
「
山
口
生

姜
」
を
紹
介
、
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
た
料
理
を
自
宅
で
楽
し

め
る
よ
う
、
お
か
ず
や
つ
ま
み

に
な
る
金
山
寺
み
そ
の
独
自
レ

シ
ピ
も
つ
く
っ
た
。
筑
紫
ガ
ス

の
料
理
教
室
で
も
特
別
講
座
を

開
い
た
。
金
山
寺
み
そ
の
名
前

を
公
募
し
、
１１
月
の
ガ
ス
ま
つ

り
で
お
披
露
目
し
、
参
加
者
向

け
賞
品
に
す
る
な
ど
、
ガ
ス
ま

つ
り
と
の
連
携
も
図
っ
た
。

　
レ
シ
ピ
づ
く
り
と
料
理
教
室

の
講
師
は
、
筑
紫
野
市
に
本
社

を
置
き
首
都
圏
や
フ
ラ
ン
ス
な

ど
国
内
外
に
飲
食
店
を
展
開
す

る
総
合
飲
食
会
社
Ｏ
Ｂ
Ｕ
が
担

当
し
た
。
筑
紫
ガ
ス
の
前
田
健

之
輔
代
表
取
締
役
専
務
の
個
人

的
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
、

両
社
が
地
域
活
性
化
へ
の
思
い

を
共
有
、
連
携
が
始
ま
っ
た
。

　
２０
年
は
筑
紫
ガ
ス
の
供
給
エ

リ
ア
３
市
２
町
を
順
に
取
り
上

げ
て
い
く
。
１
月
号
で
は
小
郡

市
の
ジ
ビ
エ
鴨
を
テ
ー
マ
に
鴨

猟
師
の
話
と
、
そ
れ
を
味
わ
え

る
料
亭
を
紹
介
。
加
地
良
光
小

郡
市
長
も
登
場
し
た
。
家
庭
で

鴨
を
美
味
し
く
食
べ
る
方
法
は

Ｏ
Ｂ
Ｕ
が
紹
介
し
た
。
４
月
号

は
筑
前
町
の
「
博
多
な
す
」
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
が
味
わ
え
る

道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
紹

介
。
田
頭
喜
久
己
筑
前
町
長
が

町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
。
Ｏ
Ｂ
Ｕ
は

そ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
看
板
で
あ

る
「
か
ま
ど
炊
き
ご
は
ん
」
の

お
い
し
さ
の
秘
密
を
解
説
し
、

家
庭
で
ご
飯
を
た
く
と
き
の
コ

ツ
を
解
説
し
た
。
単
な
る
料
理

紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
資

源
の
発
掘
と
自
治
体
と
の
連
携

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｂ
Ｕ
は
今
も
本
社
を
置
く

筑
紫
野
市
に
深
い
思
い
入
れ
を

持
つ
と
い
う
。
同
社
の
朝
長
裕

執
行
役
員
第
一
営
業
本
部
長

は
、
「
筑
紫
野
市
は
歴
史
あ
る

温
泉
な
ど
観
光
資
源
が
あ
り
魅

力
的
な
地
域
だ
が
ブ
ラ
ン
ド
力

は
ま
だ
弱
い
。
地
元
の
良
さ
を

も
っ
と
発
信
し
、
食
を
通
じ
て

地
元
だ
け
で
な
く
、
県
外
、
国

外
か
ら
お
客
さ
ま
に
来
て
も
ら

え
る
筑
紫
野
を
創
り
た
い
」
と

語
る
。

　
筑
紫
ガ
ス
の
前
田
専
務
も

「
わ
れ
わ
れ
の
役
割
は
、
隠
れ

た
特
産
品
を
知
っ
て
も
ら
い
、

継
続
的
に
発
信
し
、
地
産
地
消

の
流
れ
を
作
り
出
し
、
地
域
の

中
で
お
金
を
回
し
て
い
く
お
手

伝
い
だ
」
と
語
る
。
ま
た
、
Ｏ

Ｂ
Ｕ
の
朝
長
執
行
役
員
は
、
「食

の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
、
人
が

集
ま
る
元
気
な
地
域
の
一
歩
。

当
社
と
筑
紫
ガ
ス
の
強
み
を
生

か
し
、
付
加
価
値
の
高
い
体
験

型
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
で
き
る

と
面
白
い
と
思
う
」
と
展
望
を

語
っ
た
。

　 ６２０２０年（令和２年）５ 月 ２５ 日（毎週月曜日発行・週刊） （第三種郵便物認可）


